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第４回赤磐市まちづくり審議会会議録 

 

日時：令和 7 年 2 月 12 日（水）午前 10 時 開会  午前 10 時 30 分 閉会 

場所：赤磐市役所 ３階 協議会室 

 

 

１ 開会 

事務局： 皆様おはようございます。定刻が参りましたので、ただいまから第 4 回赤磐市まちづ

くり審議会を開会いたします。皆様方にはお寒い中、そして雪が急に降り出しまして、お

足元の悪い中、ご出席いただきまして誠にありがとうございます。 

まず本日の会議でございますが、ご出席の委員は 12 名でございますので、委員総数 14

名の過半数以上の出席をいただいておりますので、赤磐市まちづくり審議会条例第 6 条第

2 項の規定によりまして、会議は成立しております。それでは開会にあたりまして、友實

市長から一言ご挨拶を申し上げます。 

 

2 市長挨拶 

友實市長： 失礼いたします。本日は皆様、事務局からもありましたが、寒い中、またお忙しい

中、赤磐市まちづくり審議会にご出席いただきまして誠にありがとうございます。赤

磐市のまちづくりをこれから開発がどういうふうにまちを発展させていくかそういっ

たことを審議して、基礎的な部分を皆さんと一緒に作り上げていきたいということで

ございます。 

今までに様々なご意見を頂戴いたしております。ご意見をこの計画の中にどう反映

していくか、本日説明をさせていただきます。そして、この会議を踏まえて今後、パ

ブリックコメントへと進めてまいります。本日も皆さんに、それぞれのお立場でご意

見やご質問そういったものをいただきながら、課題を共有しながら議論を進めていき

たいと思います。本日も何卒よろしくお願い申し上げます。ありがとうございます。 

 

3 議事 

事務局： はい、ありがとうございます。すいません。訂正をさせていただきます。現在の出席委

員の人数は 11 名でございます。 

それでは、審議の方を続けてまいりますが、まず本日の資料につきましては事前送付が

間に合いませんでした。大変恐縮ではございますが、本日お席の方へ配らせていただいて

おります。配布資料の確認でございます。まずは次第、それから資料 1 の赤磐市まちづく

り審議会委員名簿、資料 2 の第 3 回前回の赤磐市まちづくり審議会における意見への対応

状況、資料 3 の今回ご審議していただきます第 3 次赤磐市総合計画・総合戦略の素案でご

ざいます。それから参考資料といたしまして、これまでいろいろな人口減少について整理

させていただいた資料として人口ビジョン案をお配りさせていただいております。過不足

等ございませんでしょうか。それから、今回の審議とは別でございますが、市制 20 周年



2 

 

記念ロゴマークの投票用紙を配らせていただいております。これは審議が終わりましたら、

少し説明させていただきたいと思います。 

それでは、大変恐縮ではございますが、市長は別の公務がございますので、こちらで退

席とさせていただきます。 

それではこれから議事に入りたいと思います。赤磐市まちづくり審議会会議運営規程第

3 条の規定に基づきまして、ここからの議事進行は阿部会長にお願いいたします。 

会 長： それでは会長のご指名を受けております環太平洋大学の阿部でございます。本日もよ

ろしくご審議いただきますようお願い申し上げます。 

はじめに議事録署名人の指名をいたします。今回は古矢委員様と中原委員様にお願いし

たいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

それでは次第に沿って議事を進めてまいりたいと思います。本日は前回の審議会でいた

だいたご意見について、総合計画への反映状況を確認するための会議ということになりま

す。また、本日の会議で承認いただいた内容をもって、パブリックコメントを行う予定で

ございます。まず事務局の方から説明をお願いいたします。 

 

（1）第 3 回赤磐市まちづくり審議会における意見への対応状況 

事務局： 事務局より資料 2（2 ページ：基本構想、基本計画のしごと）について説明。（以下、

略） 

 

会 長： 説明につきまして、何か質問等ございましたら、お願いいたします。よろしいでしょ

うか。特に質問ございませんようですので、続いて事務局から説明をお願いいたします。 

 

事務局： 事務局より資料 2（3～4 ページ：基本計画のこども）について説明。（以下、略） 

 

会 長： ありがとうございました。ただいまご説明いただきました内容につきまして、何かご

質問等ございましたら、お願いいたします。よろしいでしょうか。特に質問ございません

ようですので、次の内容につきまして、事務局から説明をお願いいたしたいと思います。 

 

事務局： 事務局より資料 2（4～6 ページ：基本計画のしくみ）について説明。（以下、略） 

 

会 長： ありがとうございます。それでは、ただいま説明をいただきました、「住んでいて安心

安全なまち」に関することにつきまして、何かご質問等ございましたら、お願いいたしま

す。いかがでしょうか。事務局の方でご質問に対して、十分に対応できていると判断して

よろしいでしょうか。特に質問内容ですが、その他の部分につきまして何か、ご意見をご

ざいますか。特にないようですのでこの内容でもちまして、ご承認いただいたということ

でよろしいでしょうか。最後に一本締めという形でやってくださいということで、拍手を

お願いしたいと思います。 
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各委員：（拍手） 

 

会 長： ありがとうございます。それでは委員の皆さんからご承認いただきましたので、事務

局の方でこちらの内容でパブリックコメントに進めるという形で準備をお願いしたいと

思います。それでは議論がございませんでしたので、この内容で進行を事務局にお返しし

たいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

4 その他 

事務局： ありがとうございます。前回の会議から短期間でにもかかわらず、皆さん出席いただ

きまして本当にありがとうございました。それでは次第 4 その他についてです。今後、先

ほどから申し上げておりますが、パブリックコメントということで、2 月 20 日から 3 月

17 日の間でパブリックコメントを実施する予定です。こちらは市民の方から、この素案

に対していろいろなご意見をいただいて、それでその意見に基づきまして、4 月末頃に再

度こちらのまちづくり審議会を開催してご報告をさせていただきたいと考えております。

パブリックコメントを出す前には、市の議会にも同じ内容を出させていただいてご承認

をいただいてからということにはなる予定ではございます。なお 4 月の審議会の日程に

ついては、再度改めて文書でお知らせいただきたいと思います。それでは、まちづくり審

議会といたしましては、これで終了ということになります。最後に、赤磐市教育委員会 坪

井教育長からご挨拶をさせていただきます。 

 

6 閉会 

教育長： 本日は第 4 回赤磐市まちづくり審議会にお集まりくださり、ありがとうございます。

そして案に対しましては、承認ということでしていただきました。ありがとうございます。

今後、パブリックコメントがあり、それを受けて、4 月にはまた会議を開くということで

ございますので、どうか引き続きよろしくお願いいたします。赤磐市教育委員会といたし

ましても、この総合計画が一緒に教育振興基本計画を策定しているところでございます

ので、委員の皆様からいただいたご意見も赤磐市教育振興基本計画の方にも参考にさせ

ていただきたいと思います。本日はありがとうございました。 

 

7 お知らせ 

事務局： それでは最後に、机の上にお配りさせていただいております、こちらの説明をさせて

いただきたいと思います。赤磐市はご案内の通り、この 3 月 7 日に市制 20 周年を迎えま

す。その 20 周年を迎えるにあたりまして、様々な節目の年を市民の皆様とともに祝いた

いということで、全国にもうこういったことを PR するきっかけになるかと考えておりま

して、情報発信のツールとして、ロゴマークのデザインを募集させていただきました。こ

ちら広くホームページ、広報や市内の小・中学校の方の生徒・児童の方にもチラシを配ら

せていただいて、156 件の応募をいただきました。その中から職員投票によって 4 つの作
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品を選ばせていただきまして、今度はこの 4 作品に対して、一般投票を今、実施をしてい

るところでございます。ぜひ皆様方にも、どれがいいかなというのを今日、投票してお帰

りいただければと思っております。このデザインを作るにあたりまして、それぞれのどの

ような思いを込めてデザインを作ったかというのもご紹介させていただいておりますの

で、ぜひそれもご覧になっていただいて、これがいいなっていうものがありましたら、投

票をお願いしたいと思います。なお、こちらの投票のご案内については、広報あかいわや

ホームページ等にも記載をさせていただいておりまして、お知り合いの方等にもお声掛

けをいただければと思います。 

市の方からのご説明もあわせてさせていただきました。短時間ではございましたが、本

日は皆様、本当にお足元の悪い中、この審議会にご出席いただきまして誠にありがとうご

ざいました。これにて閉会とさせていただきます。以上でございます。 

 

 

以上 


